
岡野と申します。4月からポスドクの立場で立命館大学に籍を置くようになりまし
た。宜しくお願いします。 
 

私はアフリカ学会では、これまでシエラレオネおよびリベリアの内戦について発表して
きました。今回の発表は内戦を離れ、シエラレオネの中央政府について論じたいと思
います。特に、クーデターと社会との関係を論じていきます。 
 
そのため、まずは少しフォーカスを広げ、西アフリカ全体を見てみます。 
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・1980代から90年代の西アフリカでは、クーデターがいくつか発生しています。そ

の特徴は、比較的若く、ランクも低く、教育レベルも低い軍人によって引き起こさ
れたというものです。 
 政治学者カンデは、そうしたクーデターを「下からのクーデター」と呼びました。 
・カンデによるとそのメカニズムは次のようになります。 

・軍部において上層部と下層部が分かれ、上層部は腐敗した政治の中で甘い汁
を吸うようになります。そうした状況に不満を持った下層の軍人が反発し、クー
デターを決行するというのです。 

・シエラレオネも例外ではありません。本発表は、シエラレオネで下からのクーデ
ターに参加したのはどのような人々かを考察することにします。 
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・シエラレオネでは、1992年4月、クーデターが発生し、その首謀者らによって軍
事政権「国家暫定統治委員会」が成立しました。NPRCと略称されます。そこで議
長となったのが、ヴァレンタイン・ストラッサー大尉でした。弱冠27歳でNPRCの議
長となります。 
・今回の発表では、「ストラッサーを始め、下からのクーデターに参加した人物をみると、
シエラレオネの社会が見えてくる」という主張に基づいて議論を展開することにします。 
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構成は以下の通りです。 
 
まず、クーデター以降の経緯を確認します。 
 
つぎに、スライドにある二つのテーマにそってNPRCおよびその構成員をみることで、シ
エラレオネの社会と国家を考察する。 

4 



では、まずクーデター以降の経緯の確認からです。 
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クーデターが発生したのは、1992年4月25日です。 
  

このクーデターは内戦の渦中に発生します。とはいえ、内戦はこの時にはまだ首都か
ら離れた地域での問題にすぎませんでした。武装勢力RUFとの戦いのために前線に派

遣されていた若手将校が、ひそかに首都フリータウンへと戻り、クーデターを決行しま
した。 
 
これにより、モモ大統領は、亡命し、一党独裁政権に終止符が打たれました。 
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クーデターの後、クーデターの首謀者らはガーナのローリングスなどにアドバイスを求
め、政権運営を始めます。まず憲法を停止し、軍事政権NPRCを作ります(Richards 
1996: 9)。 
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NPRCが前面に押し出した政策は、3つに集約できます。 
 

第一に、内戦の終結に向けた軍備の強化で、これまでよりも多くの資金が導入され、
人員も大量に動員されました。 
 
残りの二つは、大衆に訴えかけるような内容です。ストラッサーは自らをRedeemer、す
なわち「世直し人」と呼びました。 
 
ということでNPRCによる政策の第二の柱は、反腐敗政策です。腐敗調査委員会を立ち
上げ、その調査に基づき、元閣僚や上級官僚を公職追放し、賠償を命じました。 
 

第三に、「街をきれいにする掃除」キャンペーンです。道路の補修をしたり、月一回の掃
除デーを設け、人々を町の掃除に動員しました。 
私は200８年以降、シエラレオネで調査を行っているのですが、NPRC政権のころの経験
を聞くと、街がきれいになったとけっこう多くの人が答えるのが印象的でした。 
 
  ⇒しかし、こうしたNPRCも数年のうちに腐敗し、民政移管を拒むようになります。 
 
では、次にふたつのテーマにそって、NPRC、および、その参加者のその後について考
察を加えたいと思います。 
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第一のテーマは、NPRCの構成員の出自およびその後の人生にはシエラレオネの政
治・社会構造が反映されている、ということです。  
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まずは先行研究から、シエラレオネの社会と国家について確認していきましょう。 
 
第一に、政治家の多くは首長層出身です。 
シエラレオネでは、首長は行政上の役職です。イギリス植民地統治期、ローカルな指
導層は、その地を統括する首長に任命されました。 
すなわちローカルな指導者が行政職として植民地統治に取り込まれたわけです。その
際、首長となれるのはその指導層の家系に限られました。 
その結果、特定の家系のみが首長を輩出することができるようになり、その制度は現
在まで続いています。 
 
植民地統治下で、最初に教育にアクセスできたのが行政職とあった首長層の子弟でし
た。彼らは英語での読み書きをおぼえます。その結果、首長層から政治家が多く輩出
されました。 
 
第二に、シエラレオネの内戦には、根なし草の若者という社会的背景がある。 
 
都市部、あるいは、ダイヤモンド鉱山には根なし草の若者が滞留していました。いわば、
地縁血縁を離れた定職のない若年層が、闇経済や犯罪に足を突っ込むんでいるという
問題あったのです。 
シエラレオネのそうした若者はしばしば政治暴力に動員されました。シエラレオネ内戦
を引き起こした武装勢力RUFが勢力を伸ばしたのも、こうした若者が加入したからだと
いう研究もあります。 
 
●第三に内戦は、首長層 と根なし草の若者の対立という構造へと変化していきます。 
 
政府は首長層が自警のために動員した若者を組織化して政府系勢力を作りました。そ
の結果、内戦は、「首長層側と、根なし草の若者の対立という図式をとるようになった。 
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実は、このような「首長層と根なし草の若者の対立」という関係は、NPRCに参加する軍

人にも見られます。その関係は、ストラッサーと、ストラッサーを宮中クーデターで追い
やったもう一人の人物に見られます。 
 
まずはストラッサーから見ていきましょう。 
 

ストラッサーはフリータウンで生まれ育ち、高校を卒業してからシエラレオネ国軍に入
隊しました。父は教師、母は小さな商売をしていたといいます。中等教育を出ているも
のの英語も流暢にしゃべれない彼は、いわば、定職を持たない若者を代表するような
存在だといえます。 
 
ストラッサーにとって一度、権力の座から離れると、もう戻ることができません。NPRCは

内圧および外圧から民主化プロセスを始めましたが、ストラッサーは、大統領になるた
めに選挙規定を変えようとしたり、民主化プロセスを遅らせようとしました。ストラッサー
は若すぎるために大統領に立候補できなかったため、何とか権力を維持しようとしたの
です。 
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しかし、そのストラッサーは、NPRCのナンバー2であったジュリウス・マーダ・ビオにおい

やられる。宮中クーデター、すなわち政権内部からのクーデターでストラッサーは追い
やられました。 
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・宮中クーデターを起こしたジュリウス・マーダ・ビオは首長層の子弟であり、一度は大
学にも入学しました。 
・しかし大学を途中でやめ、軍へと入ることになります。 

・軍部ではエリートコースに進むはずが、内戦が発生し、その前線へと派遣されました。
そこで他の将校と前線の窮状を訴えるために首都に戻ったところ、その陳情はクーデ
ターになってしまします。 
・軍事政権NPRCが成立後、マーダビオは主要なメンバーとして活躍しました。 
 
・そして、1996年1月には権力に固執するストラッサーに対して宮中クーデターを起こす
ことになります。 
 

13 



・先行研究の中には、ビオによる宮中クーデターを民主化プロセスを進めるための善
意のクーデターと評価するものもあります。とはいえ、首長層に出自を持つビオはスト
ラッサーとは違い、政治には近い距離にあります。とにかく、ビオによる宮中クーデター
の後、民政移管は達成されました。 

・民政移管後、政界を離れたビオは、アメリカへと渡り、アメリカン大学で国際関係論の
学士号および修士号を取得します。 
・その後、シエラレオネへと戻り2005年にはシエラレオネ人民党、すなわち、SLPPへと入
党します。SLPPは首長層を支持層に持ちます。彼は2012年の選挙で大統領候補にま
でなりました。 
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すなわち、「下からのクーデター」を起こした将校の一人だったビオは、のちに首長層の
子弟として期待されるように正規の政治家となったのです。 
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このようにストラッサーとビオの生い立ちを見ていくと、その関係は、根なし草の若者と
首長層という内戦の構図とパラレルといえなくもないでしょう。 
 
では、次にテーマ2に移ります。 
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独裁者になれなかったストラッサーは、その後、政権を追われた後、根なし草の若者と
もいえる生活を送った、ということです。 
 

いまから、いくつかの新聞記事をお見せします。ストラッサーのその後を取り上げる記
事は、人々の笑いを誘うような記事でした。 
 
まずは、クーデター後のストラッサーを見てみます。 
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・ 宮中クーデターの後、ストラッサーはギニアへと亡命します。 

・ その後、アフロ・カリビアン協会から奨学金をとり、イギリスのウォーウィック大学で
法学を勉強することになったといいます。 
 
⇒そこからの軌跡を新聞記事から見ていきましょう。 
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まずは、これが大学に入った時の記事です。宮中クーデターから半年後のことです。 
 
31歳の彼はヒップホップスターのような格好で授業を受け、他の学生と同じようにカフェ
テリアで並んでいるといいます。 
 

ちなみに既にイギリスに住んでいた兄弟の家に居候をしていたものの、追い出されたと
のことです。 
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次の記事です。Strasser drops from college. つまり、落第します。 
 
次に行きます。 
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Strasser fights in London night club。ストラッサーはその後もイギリスで生活をしていた
のですが、今度はクラブでケンカします。 
 

そのあと、結局、彼はシエラレオネに帰ってきます。学生ビザが切れてイギリスにいら
れなくなった後、恩赦がシエラレオネ政府から与えられ、シエラレオネへと帰国しました。 
 
次は、シエラレオネに帰国した後の記事です。。。。結構、びっくりします。 
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Strasser Begs。ストラッサー物乞い。。。 
 
首都の食堂で、何かくれといい、ライスをもらっていたといいます。 
 
そして、次が私がもみつけられた最後の記事です。 
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Strasser opens Poyoshop at Grafton 
 
Poyoとはヤシ酒のことで、ヤシの果汁をペットボトルに入れておけば、自然発酵して数
時間で飲めるようになるというものです。 
 
誰にでもできる、参入障壁の小さい商売です。 
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その後、ストラッサーは、母親とともに暮らし、道端でジンをあおりながら暮らしていると
いいます。 
 
その生活の糧は、政府から提供される月に50ドルほどの年金だといいます。一日2ドル
にも満たない額です。 

そのほかに、友人や親族からのカンパをもらっています。これは「根なし草の若者」でも
不幸の事例です。 
 

このようにストラッサーはシエラレオネへと戻り、根なし草の若者のような生活をします。
庶民はその様子を笑いものにする一方で、同情もしたようです。 
 

記事の中では、「政府がストラッサーを助ける必要がある」という近所の人々の声を紹
介していました。さらに、記事の論調も、ストラッサーに同情するような文体です。 
 

シエラレオネでは、「すべての者がだれかに頼っている」ということわざがあるように、パ
トロン＝クライアント関係がソーシャル・セキュリティとして機能しています。つまり、誰
かを親分として頼るのです。しかし、過去に高い地位にあったストラッサーは、自分の
パトロンを見つけることができないようです。お金がないのに、誰かの下で働くことがで
きないことは、ソーシャル・セキュリティがないことを意味します。 
 
 

「政府がストラッサーを助けなければならない」という近所の人の言葉は、パトロンーク
ライアント関係を通してソーシャル・セキュリティを持てないストラッサーの状況を反映し
ているのではないでしょうか。 
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まとめます。 
 
本発表では、シエラレオネの軍事政権NPRCとその構成員を考察してきました。その考
察からは、シエラレオネの社会と国家が見えてきたと思います。 
 

今回の発表をしようと思ったのは、私が内戦についての新聞記事を収集している中で、
面白おかしく書かれたストラッサーについての記事をいくつか見つけたことにあります。 

その記事は、内戦の凄惨な報道がならぶなかで一種の清涼剤のような役割を果たして
いました。本発表は、そんな記事から読み取れることを論じました。 
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